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１ 教育課程の基本構造（類型） 

Ａ類型 小・中・高等学校に準ずる教育課程（肢体不自由教育部門のみ） 

Ｂ類型 知的障がい者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科等

を中心とする教育課程 

Ｃ類型 自立活動を主とした教育課程 

Ｄ類型 学校に通学が困難な児童生徒を対象とし、実態に応じて自立活動と各教科

の指導を行う教育課程（訪問教育） 

２ 教育課程編成の特徴 

< 日課時制 > 

(1) 児童生徒の毎日の規則的な生活のながれを重視した設定とする。 

(2) １校時に朝の会（生活、日常生活の指導）と朝の運動（体育、保健体育、自立活動）

を全学部設定する。６校時は教科学習等と帰りの会（生活、日常生活の指導）を設定

する。 

< 時間割設定 > 

(1) 中高等部（Ｂ類型・Ｃ類型）において、生活単元学習、自立活動、作業学習、職業など連

続した授業を主として設定し、地域と連携した校外学習や講師招聘授業等を設定し易

くする。 

(2) 児童生徒の学習・生活集団確保のための工夫を行う。 

① 特別活動を全校同一時間に設定し、児童・生徒会活動等学年・学部・部門を越えた活

動が実施できるようにする。 

② 音楽、図画工作（美術）及び体育（保健体育）、生活単元学習、作業学習の一部を同

学年で同一時間に設定し、部門合同で授業を実施する。 

(3) 小学部から高等部まで一貫して朝の運動、清掃活動の時間を設定する。 

< 教育内容 > 

社会に開かれた教育課程の積極的な導入を図り、ふるさとを愛する心を育むための教育

活動を積極的に導入する。 

① 地域の方や九州大学の学生との交流学習を計画する。 

② 居住地校交流を実施する。 

③ 地域を知る活動として、全学年を通した「糸島」探究活動を実施する。 

・校外学習の計画等(市内の公園、施設の利用、歴史・地理・文化・産業等) 

< 作業学習、職業 > 

「糸特キャリアアップモデル」に基づき、中学部「作業学習」から高等部「職業」まで、

段階的で一貫性のある職業生活に関する実践的・体験的な学習を行う。また、中学部では「キュ

ート糸島」、高等部では「糸島スペシャルカンパニー」という会社の形を取り入れ、生徒が主

体的に学びながら、働くために必要な力の育成を図る。 

① 中学部１・２学年では、個人完結型作業（手工芸等）を実施する。 

② 中学部３学年では、分担型作業（紙工、木工等）を実施する。 

③ 高等部では、一つのカンパニーの中に以下の四つの職業班を位置付けて、実践的な活

動を実施する。 

ア クリーン班（清掃、洗車、技能検定等） 

イ フード班（焼き菓子製造、販売、接客、技能検定等） 

ウ アグリ班（農園芸、販売、接客、技能検定等） 

エ クラフト班（手工芸品の製造、販売、接客、技能検定等） 


